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略　歴

学歴
1981 年 3 月　京都大学文学部西洋史学科卒業（文学士）
1981 年 4 月　大阪大学大学院文学研究科博士前期課程入学
1983 年 3 月　大阪大学大学院文学研究科博士前期課程修了（文学修士）
1983 年 4 月　大阪大学大学院文学研究科博士後期課程進学
1985 年 3 月　大阪大学大学院文学研究科博士後期課程中途退学
2015 年 10 月　博士（文学）取得　大阪大学（学位記番号 27978 号）（10 月 29 日付）

職歴
1985 年 4 月　大阪大学 文学部 助手に就任（～ 1989 年 3 月）
1989 年 4 月　帝国女子大学家政学部専任講師に就任（～ 1992 年 3 月）
1992 年 4 月　大阪国際女子大学人間科学部助教授に就任（～ 2001 年 3 月）
2001 年 4 月　大阪国際女子大学人間科学部 教授に昇進
2002 年 4 月　大阪国際大学人間科学部教授（～ 2005 年 3 月）
2005 年 4 月　京都橘大学文学部教授に就任（～ 2018 年 3 月）
2018 年 4 月　立命館大学食マネジメント学部教授に就任（現在に至る）

非常勤講師（五十音順）
追手門学院大学、大阪経済大学、大阪国際大学、大阪大学、大阪大学大学院、大阪市立大学、大阪市立大学大学院、
関西大学、京都大学、京都府立大学、帝国女子短期大学、同志社大学、同志社大学大学院、名古屋大学、奈良大学、
奈良女子大学

学会および社会活動
1981 年 4 月　史学研究会会員（2018 年 3 月まで）
1981 年 4 月　日本西洋史学会会員（現在に至る）
1998 年 4 月　雑誌『西洋史学』編集委員（1985 年 4 月～ 1989 年 3 月）
2015 年 4 月　味の素食の文化センター主催「食の文化フォーラム」メンバー（現在に至る）
2018 年 2 月　同「食の文化フォーラム」企画委員長（現在に至る）
2021 年 4 月　和食文化学会会員・理事（現在に至る）
2021 年 4 月　和食文化学会副会長（現在に至る）
2021 年 4 月　文化庁文化審議会文化財分科会第六専門調査会食文化委員会委員（現在に至る）

主要研究業績

著書
『青い恐怖 白い街―コレラ流行と近代ヨーロッパ―』（共著）平凡社、1990 年 6 月
『ヨーロッパ的自由の歴史』（共著）南窓社、1992 年 2 月
『近代ドイツ＝「資格社会」の制度と機能』（共著）名古屋大学出版会、1995 年 2 月
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『ヨーロッパの舌はどう変わったか―十九世紀食卓革命―』（単著）講談社、1998 年 2 月
『日常と犯罪－西洋近代における非合法行為－』（共編著）昭和堂、1998 年 2 月
『近代ドイツ＝資格社会の展開』（共著）名古屋大学出版会、2003 年 2 月
『世界の食文化⑱ドイツ』（単著）農山漁村文化協会、2003 年 10 月
『身体と医療の教育社会史』（共著）昭和堂、2003 年 10 月
『新・食文化入門』（共編著）弘文堂、2004 年 10 月
Mediterranean Food. Concept and Trends, ed.by Patricia Lysaght, Biblioteka Etnografija, Zagreb, Croatia, 2006.
Sanitas Per Aqua: Spas, Lifestyles and Foodways, ed.by Patricia Lysaght, Studien Verlag, Innsbruck, Austria, 
2008.

『危ない食卓』（共著）新人物往来社、2008 年 12 月
Food and Meals at Cultural Crossroads, Novus Press, Oslo, Norway, 2010.
『大学で学ぶ西洋史［近現代］』（共著）ミネルヴァ書房、2011 年 4 月
『異文化交流史の再検討―日本近代の＜経験＞とその周辺―』（共著）平凡社、2011 年 5 月
『食の経済』（共著）ドメス出版、2011 年 10 月
『医療の社会史―生・老・病・死―』（共著）思文閣出版 2013 年 2 月
『生食のおいしさとリスク』（共著）エヌ・ティー・エス 2013 年 6 月
The Return of Traditional Food, ed. by Patricia Lysaght, Lund University, 2013.
『宗教と食』（編著）ドメス出版 2014 年 10 月
『<食 >から読み解くドイツ近代史』（単著）ミネルヴァ書房、2015 年 3 月
Food and the Internet, ed. by Violetta Krawczyk-Wasilewska & Patricia Lysaght, Peter Lang, Frankfurt am 
Main, et.al., 2015.
Place of Food Production: Origin, Identity, Imagination, ed. by Silke Bartsch & Patricia Lysaght, Peter Lang, 
Frankfurt am Main, et.al., 2017.

『身体はだれのものか―比較史でみる装いとケア―』（共編著）昭和堂、2018 年 3 月
『食科学入門』（共著）昭和堂、2018 年 4 月
『越境する歴史家たちへ―「近代社会史研究会」（1985-2018）からのオマージュ―』（共編著）ミネルヴァ書房、
2019 年 6 月

『はじめて学ぶドイツの歴史と文化』（共編著）ミネルヴァ書房、2020 年 11 月
『食生活のソーシャルイノベーション』（共著）晃洋書房、2020 年 12 月
『食の世界史―ヨーロッパとアジアの視点から―』（単著）昭和堂、2021 年 4 月

翻訳書
『近代ドイツの専門職―官吏・弁護士・医師・聖職者・教師・技術者―』（共訳）晃洋書房、1993 年 9 月
『ベルリン―＜記憶の場所＞を辿る旅―』（共訳）昭和堂、2006 年 4 月
『世界 食事の歴史―先史から現代まで―』（監訳・共訳）東洋書林、2009 年 11 月

論文
「1848 年ドイツ三月革命期における手工業者」（修士論文）1983 年 1 月
「1848 年革命前夜のドイツ手工業者」『待兼山論叢』17 号史学編（大阪大学文学部）、pp.1-23、1983 年 12 月
「ドイツ「初期」自由主義とその社会的基盤―ハンバッハ祭を中心として―」『西洋史学』141 号、pp.1-20、1986
年 6 月

「ドイツ自由主義の社会観と手工業者問題」『社会科学』（同志社大学人文科学研究所）38 号、pp.9-48、1987 年 3
月



南 直人 教授　略歴・主要研究業績

5

「ドイツにおける近代食生活史研究の問題点」『帝国学園紀要』16 号、pp.237-245、1990 年 12 月
「近代都市における食料品流通と市場―19 世紀末ベルリンの市場改革をめぐって―」『帝国学園紀要』17 号、
pp.163-172、1991 年 12 月

「ヨーロッパ食生活史研究序説」『大阪国際女子大学紀要』19 号、pp.165-172、1993 年 12 月
「ヨーロッパの食生活史と『健康』－平均寿命の変遷からみた－」『Vesta』32 号、pp.21-27、1998 年 11 月
「日本における食の文化研究の歴史と現状－西洋史研究者からみた研究動向－」『大阪国際女子大学紀要』26 号 -1、
pp.141-149、2000 年 9 月

「近代ヨーロッパにおける庶民の食事―世紀転換期のドイツとイギリス―（近代ヨーロッパの食卓第 1回）」『Vesta』
40 号、pp.46-52、2000 年 11 月

「食事作法の変遷―食をめぐる感性の近代化―（近代ヨーロッパの食卓第 2回）」『Vesta』41 号、pp.48-53、2001
年 2 月

「食の科学化―食にかかわる新しい知の成立と定着―（近代ヨーロッパの食卓第 3回）」『Vesta』42 号、pp.52-57、
2001 年 5 月

「食事作法の背後にあるもの」『学校給食』52 巻 6 号、pp.22-26、2001 年 5 月
「「近代的食生活」の現実―家計調査からみた世紀転換期ドイツの食物摂取量―（ノート）」『西洋史学』201 号、
pp.57-71、2001 年 6 月

「レストランの成長―外食の拡大と洗練―（近代ヨーロッパの食卓第 4回）」『Vesta』43 号、pp.50-55、2001 年 8
月

「ドイツにおける料理書の歴史的変遷―食の歴史研究のための情報源として―」菊池繁夫・佐島隆編『異文化コミュ
ニケーション研究―伝達・交換・理解―』大阪国際女子大学異文化コミュニケーションセンター、pp.165-181、
2002 年 3 月

「（学会報告）ヨーロッパ食生活史研究のための国際委員会（ICREFH）第 8回シンポジウム」『国際研究論叢』（大
阪国際大学紀要）17 巻 3 号、65-76、2004 年 3 月

「日本における西洋の食文化導入の歴史」『国際研究論叢』（大阪国際大学紀要）18 巻 1 号、pp.89-100、2004 年 10
月

「食の歴史の可能性―ヨーロッパ近代社会史研究の視点から―」『関学西洋史論集』（関西学院大学西洋史研究会）
29 号、pp.51-60、2006 年 3 月

「食の歴史から「食育」を考える」『CEL』81 号、pp.23-26、2007 年 6 月
「食のホスピタリティ―近代ヨーロッパの飲食提供業に関する研究の可能性―」『女性歴史文化研究所紀要』（京都
橘大学女性歴史文化研究所）16 号、pp.63-70、2008 年 3 月

「「西洋起源」の婚礼習俗と食とのかかわり」『Vesta』71 号、pp.54-57、2008 年 8 月
「ドイツにおける食品監視体制の成立と近代的食システムへの道」『京都橘大学研究紀要』35 号、pp.51-89、2009
年 1 月

「ドイツの食の現在」『Vesta』74 号、pp.60-62、2009 年 4 月
「母乳が政治性を帯びるとき―20 世紀初頭ドイツにおける乳児の生と死をめぐって―」『女性歴史文化研究所紀要』
（京都橘大学女性歴史文化研究所）21 号、pp.49-63、2013 年 3 月
「コーヒーとドイツ帝国―国境を越えた飲み物―」『パブリック・ヒストリー』（大阪大学西洋史研究室）11 号、
pp.1-16、2014 年 2 月

「ドイツの食文化とその歴史」『食文化研究』（日本家政学会食文化研究部会）10 号、pp.55-61、2014 年 11 月
「食卓におけるコミュニケーション―ドイツ近代史からの一考察―」『Vesta』100 号、pp.32-33、2015 年 11 月
「＜史料紹介＞全国高等女学校長協会（編）『全国郷土料理』（1940 年）―戦時の食や郷土食に関する文献研究のた
めに―」『女性歴史文化研究所紀要』（京都橘大学女性歴史文化研究所）24 号、pp.57-73、2016 年 3 月

「<学界動向 >食の歴史研究の現状と課題―レイチェル・ローダン『料理と帝国―食文化の世界史：紀元前 2万年
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から現代まで―』を中心に」『京都橘大学大学院研究論集』（文学研究科）15 号、pp.1-11、2017 年 3 月
「歴史における「甘み」の役割」『立命館言語文化研究』32 巻 1 号、pp.55- 63、2020 年 7 月
「食と感染症―その関係についての歴史学からの考察－」『和食文化研究』3号、pp.28-37、2020 年 12 月

翻訳紹介論文
「飢餓状態からヌーベル・キュイジーヌまで―工業化と都市化の下での食生活の変遷―」ハンス＝ユルゲン・トイ
テベルク（Hans-Jürgen Teuteberg）『大阪国際女子大学紀要』22 号 -2、pp.351-359、1996 年 12 月

「帝国の果実―異国の産物とイギリス的味覚―（1）」ジェームズ・ウォルヴィン（James Walvin）『大阪国際女子
大学紀要』26 号 -2、pp.149-171、2001 年 3 月

「帝国の果実―異国の産物とイギリス的味覚―（2）」『国際研究論叢』（大阪国際大学紀要）17 号 -1、pp.195-209、
2003 年 9 月

「帝国の果実―異国の産物とイギリス的味覚―（3）」『国際研究論叢』（大阪国際大学紀要）17 号 -2、pp.143-158、
2003 年 12 月

書評
「Ulrich Engelhardt, Handwerker in der Industrialisierung」『西洋史学』136 号、pp.70-73、1985 年 3 月
「川越修著『ベルリン 王都の近代―初期工業化・1848 年革命―』」『西洋史学』163 号、pp.63-65、1992 年 1 月
「マッシモ・モンタナーリ著（山辺規子他訳）『ヨーロッパの食文化』」『西洋史学論集』38 号、pp. 220-225、2000
年 12 月

「角山栄著『「生活史」の発見―フィールドワークで見る世界―』」『Vesta』46 号、p.91、2002 年 5 月
「谷口健治著『ドイツ手工業の構造転換―「古き手工業」から三月前期へ―』」『西洋史学』207 号、pp.83-86、2002
年 12 月

「藤原辰史著『ナチスのキッチン：「食べること」の環境史』」『ゲシヒテ』6号、pp.71-74、2013 年 3 月
「橋本周子著『美食家の誕生：グリモと〈食〉のフランス革命』」『西洋史学』255 号、pp.251-253、2014 年


